
ICTを有効に活用して業務効率化を図る
人じゃなくてもできること 人じゃないとできないこと



事業所紹介

一般財団法人弘潤会 介護老人保健施設 シルバーケア野崎
 宮崎県宮崎市
 平成6年4月設立
 入所定員 80名 通所定員 80名
 職員数 103名



稼働状況

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

ベッド稼働率 92％ 92％ 94.2％ 94.5％ 96.1％

ベッド回転率 11.9％ 9.0％ 6.3％ 9.8％ 7.7％

在宅復帰率 58.6％ 55.4％ 67.6％ 63.5％ 59.5％



入所部門 職員割合

所属介護職員数 ２８名

男性 14名
女性 14名(ベトナム人 ５名)

平均年齢

男性 ３６歳 女性 ４０歳



入所部門出勤者割合(１日)

日中

看護師 ７名 介護士 １１名 リハ３名

夜間

看護師 １名 介護士 ３名



配置基準による職員数での業務対応に限界を感じ

 介護職員の確保
 三大介助… 食事介助・入浴介助・排泄介助
 ご利用者、ご家族からのニーズへの対応
 24時間体制の業務、見守り対応
 超強化型の維持
 職員間でのコミュニケーション不足、質の低下



現場職員の声

 利用者ともっと関わる時間を増やしたい
 職員同士で業務中に話し合う時間がない
 業務がスムーズに動かないと焦ってしまう
 職員によって働き方が違うことへの不満
 新しい事に取り組む時間と、心に余裕がない
 体力的にも、精神的にも仕事を続けていけるのか不安



これからの介護現場は…

 今後、高齢者数の急激な増加により、2040年には介護職員が約280万人必
要だと言われています。2019年度時点の211万人に比べて、69万人（32%）
増の更なる職員の確保が求められるということです。一方で、これからの生産年齢
人口は2015年の7,728万人（実績）から、2040年には5,978万人と1,750
万人（22.6%）減と急激に減少すると推計されています。従って、介護施設に
とって、介護職員を確保することは更に難しくなっていくことが確実です。



なぜ介護現場にICTを導入する必要があるのか

 現場職員の負担を軽減しつつ、入居者に対するケアの質を高め、介護の現場を
魅力的なものとするために、有効な手段の一つがICT・介護ロボット等のテクノロ
ジーです。 実際に、介護記録システムやタブレット等を導入した介護事業所の多
くで「直接ケアにあたる時間が増加した」「職員の心理的負担が減った」「支援の質
が上がった」等の効果が実感されています。これからの未来を担う若者たちが介護
現場に魅力を感じ、働いた後も定着していくためには、これらのテクノロジーの活用
は必須のものとなっていくと考えられます。また、こうしたICT機器は、感染症の拡大
などの緊急時においても、入居者の状況把握や職員間のスピーディな情報連携に
より、ケアの質を維持するための有効な手段となり得るでしょう。



人じゃないとできないこと 人じゃなくてもできること

 介護ソフトによる記録の簡略化

 個別での直接的な見守りから、センサーやカメラを使用した間接的な見守りへ

 毎日の業務の中で行われる作業を自動化出来ないか

 介護ロボット推進委員会を作り、各業務内容に当てはまるロボット(ICT・IOT)の選定









当施設で使用しているICT・IOT機器

・眠りＳＣＡN (パラマウントベッド)

・ココヘルパG (ジーコム)

・ケアカルテ (電子記録ソフト)





◆眠りSCANとは

見守り支援システム 眠りSCAN

 パラマウントベッドが販売している介護ロボット。眠りSCANはマットレスの下に設置し
たセンサーにより、体動（寝返り、呼吸、心拍など）を測定し、睡眠状態を把握します。
眠りSCANを活用することでケアプランの改善やスタッフの業務負担軽減、入居者の生
活習慣の改善などにお役立ていただけます。

眠りSCANの設置方法・測定方法

 センサーをマットレスの下に敷いてスイッチを入れるだけで測定可能です。
測定されたデータは自動で機器本体の内蔵メモリーに記録されます。
記録されたデータの閲覧や管理は眠りSCAN Viewerをインストールしたパソコンで行
うことができます



◆眠りSCANができること

１）リアルタイムモニター

 入居者の生活状態を見える化し、安心な見守りの実現。

 入居者の生活や行動に合わせた介護の実現。

 スタッフの労務環境の改善

２）睡眠日誌

・睡眠週間から生活習慣の見える化

・入居者の生活環境の改善

・入居者のご家族への信頼性の向上

３）心拍・呼吸日誌（体調管理）

・心拍数・呼吸数の推移の変化から体調変化の早期発見



４）通知(スマートフォン・モニター)

・ 動作検知と心拍、呼吸検知お知らせ
・ 眠りSCAN eyeによるカメラ映像

・眠りSCAN eye

カメラを設置した利用者の映像を
スマートフォン、モニターに表示
赤外線カメラにて暗視撮影が可能
消灯した居室の様子も見る事が出来る。











眠りSCAN使用による改善例 １

K氏 ９９歳 男性 要介護２ 脳血管性認知症

・歩行の際ふらつきがみられることがある為、終日歩行器付き添いである。
・夜間センサーマット、Pトイレ使用。
・認知症があり、夜間一度トイレに行かれると
立て続けに２～５回程トイレ動作を繰り返される。

・トイレ動作はふらつきもなく遠監視を行っている。

眠りSCAN導入前の対応

センサーコール頻回で、居室の状況がわからずにその都度訪室を行なっていた。
訪室の際は、Pトイレを使用している場面がほとんどだったが
時折、居室から歩行器なしで出てこられることもある為、
センサーが鳴ると他利用者対応中でも急いで見に行かなければならないことが多かった。



眠りSCAN導入後

・睡眠日誌を確認する事により
K氏の一ヶ月間の夜間の睡眠状況が
一目で分かるようになった。

△の部分がトイレに離床された時間であり、
平均すると就寝する１９時から
離床される６時３０分の間に
約１８回起きられていることが分かった。

・職員は眠りSCAN eyeを確認する事で
訪室しなくてもその場で遠監視できる。

その為、オムツ交換や
他利用者の対応を遮ることなく
スムーズに業務が行えるだけでなく、
職員の肉体的、精神的疲労軽減にも繋がった。





ココヘルパG（ジーコムについて）

・当施設では、ジーコム株式会社
ココヘルパGを使用。 （R5.4月より導入）

１．既存施設の入れ替えもスムーズに対応
呼出時に同時会話ができることでスムーズに意思疎通を図れ、
適切な駆けつけ対応が可能になります。
トークユニットはワイヤレスの利便性を生かし、
ベッドに直接設置ができるほか
使い慣れた『握りボタン式スイッチ』が標準装備しているので
入居者にとっても使い易い設計となっています。

そのため新規導入はもちろん、
既存施設の入れ替え時にもスムーズに活用できます。

ココヘルパGの特徴



２．状況把握がしやすいコール音識別機能

会話ユニットは２つの接続端子を装備しており、
呼出信号とマットなどの共通センサー信号を
それぞれ別々に通知ができるので、
状況判断がしやすく効率的に行動ができます。

３．スタッフから居室への声かけが可能

食事などで入居者に向けアナウンスをしたい場合、
スタッフが持つスマートフォンから
直接声かけができます。
呼出時以外にも入居者とコミュニケーションが
取れるので、わざわざ居室まで行く必要がありません。





当施設でのジーコムの活用例

１．呼び出しが鳴ると、利用者名の後に

「呼びだしボタン」か「センサー」なのか

ご利用者のお名前と内容を音声で教えてくれる
→ ご利用者対応中でも

スマートフォンを見ずに状況把握が出来る。
２．無線の赤外線センサーと連動する為、

トイレや様々な所に設置でき見守りの強化に！

３．どの職員が誰の対応をしているのか
スマートフォンの画面上で分かる

→ 職員の位置把握ができ、優先順位が決めやすくなった。

利用者名

職員名

トイレに設置した無線センサー





眠りSCAN・ジーコム 導入前

PHS
旧型センサー

他利用者からの
呼び出し

オムツ交換中

同時にセンサーが鳴る

対応の途中で
離れる

途中で介助を止め、
離れる必要がある

状況が分からず
優先順位に悩む

介助者への
不満

オムツ触りや
汚染に繋がる

転倒リスク大
・居室内の状況が分からずその都度訪室し、状況確認の必要がある。
・介助の中断を余儀なくされ、クレームや転倒等に繋がる危険性がある。



眠りSCAN・ジーコム 導入後

ココヘルパG
各種センサー スマートフォン確認

・対象者の優先順位

・対応中職員の確認

・職員間の個別連絡

眠りSCAN
眠りscan eye

①カメラを設置している利用者なら
その場を離れずに確認が出来る

②カメラを設置していなくても
携帯のアイコンで
ベッド上に居るか確認が出来る
（起上検知、離床検知など）

③各種データを見ることができる
【睡眠日誌】【呼吸日誌】【心拍日誌】

今までは
「センサー → 訪室 → 対応」のみ

眠りSCAN導入で
利用者の細かな状況を
知ることができる

リスク面で … カメラ確認ができる
→職員の負担軽減にも繋がっている



２０２１年6月のアンケート結果（眠りSCAN導入後約半年）

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1 導入前と比べて訪室する回数が減った

2 利用者の行動パターンが把握出来る（排泄、夜間行動）

3 事故原因分析の参考情報に出来る

4 優先順位の判断が出来る（同時にコールが鳴った際の判

断）

5 精神的負担（ストレスなど）の負担に繋がる

6 PHSとスマートフォン2台持つのは勝手が悪い

7 眠りスキャンの設定方法が難しく思う（センサー、利用者

登録）

8 夜勤時の負担軽減に繋がる

9 操作方法やモニターの見方が難しい、分からない
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思う どちらでもない 思わない



0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0%

1 導入前と比べて訪室する回数が減った

2 利用者の行動パターンが把握出来る（排泄、夜間行動）

3 事故原因分析の参考情報に出来る

4 優先順位の判断が出来る（同時にコールが鳴った際の判断）

5 精神的負担（ストレスなど）の負担に繋がる

7 眠りスキャンの設定方法が難しく思う（センサー、利用者登録）

8 夜勤時の負担軽減に繋がる

9 操作方法やモニターの見方が難しい、分からない

10 以前のPHSと比べてコールの優先順位が分かるようになった
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思う どちらでもない 思わない

２０２３年６月実施のアンケート（約二年後）



アンケート結果より

１.導入前と比べて訪室する回数が減った

２．利用者の行動パターンが分かる

３．優先順位の判断が出来る

４．機器の設定が難しく思う（利用者登録等）

５．夜勤時の負担軽減に繋がる

６．スマホの操作やモニターの見方が分かる

０．８％上昇

１３％上昇

約１０％上昇

約５％減少

約５％上昇

７４.2％ → ７５.0％

８０.６％ → ９３．８％

６７．７％ → ８６．７％

２９．６％ → ２５.0％

７６.0％ → ８１．３％

３３．３％ → ６２．５％
約３０％上昇



ICT機器利用開始より2年経過した今…

・利用者の行動パターンが分かる ９３．８％

・優先順位の判断が出来る ８６．７％

・夜勤時の負担軽減に繋がる ８１．３％

・以前のPHSより優先順位が分かる ９３．８％

※介護職員全員のアンケートより

介護職員の8割以上がICT機器の導入に満足している結果に！



眠りSCAN、ジーコム導入のメリット、デメリット

アンケート結果より・・・

導入時のデメリット
眠りSCAN

・設定方法などが難しい。
・モニターの確認等が難しい。
・カメラがある居室はアプリで確認できるが、

それ以外は居室まで行き、確認しなければならない。
・センサーにタイムラグがある為、モニターでは臥床表示されているが

実際には起きている事がある。
・機械の電波状態ではエラー表示が多く見受けられる。
・PHSとの二台持ちが煩わしい

ジーコム
・スマホの台数に限りがある為、持っている人しかコール対応が出来ない。
・wi㉀の届かない場所がある（トイレの奥等）

対策

・勉強会、マニュアル作成

・カメラ（眠りSCANEYE）増台

・センサーマットと併用する

・wi㉀環境の改善

・今後スマホ台数増台予定

・業者依頼済み

・現在はスマートフォン1台に統一



メリット
眠りSCAN

・カメラがあることで、転倒、転落の危険予測ができるようになった。
・二重のセンサーにより転倒が多い方の転倒に早く気付く事ができた

（通常のセンサーも使用していたがスイッチが入っていなかった）
・起き上がりの状態も表示されるので端坐位になる前に訪室することができる。
・カメラがあることで必要以上の訪室にならず、入眠を妨げることが減った。
・心拍、呼吸数の増減等体調不良者に早く気付く事ができる。
・精神科往診時等、病院受診の際に入眠状況報告が正確に伝えることができる。

ジーコム（ココヘルパG）

・スマホの画面上で職員の位置確認が出来る。（対応中の利用者、居室名）
・赤外線センサーが様々な場所に設置でき、付き添いが必要な利用者がいても

他のコール対応が可能に。
・コール対応（センサー含め）の履歴が見れるため事故分析等に役立つ。
・インカム機能があるのでトランシーバーのような使い方もできる。
・全居室スピーカー越しに会話できるのでお食事の声掛けなどがどこにいても可能に。
・音声通知により初動をスムーズに行える



さまざまな情報を見える化

 経験年数や感覚だよりにしない

 「今起こっている事」を全員で共有する

 各部署が同じ情報を共有する事での業務負担の分散や、ケアの統一化を図る

 状況を予測できることで介助者の不安や負担を軽減する事ができる



導入検討中 介護ロボット

























最後に．．．

・介護ロボットが人に代わって直接的なケアを？

・介護ロボットのサポートで職員の「やりたい！」を形に

・介護ロボットの活用で介護に関わる全ての人の負担を軽減する



ご清聴ありがとうございました


